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運用報告書（全体版） 

日本株セレクト･オープン“日本新世紀” 

日本株スタイル・ミックス・ファンド 

 

 
 

第39期（決算日：2019年６月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「日本株スタイル・ミックス・ファ

ンド」は、去る６月10日に第39期の決算を行いまし

た。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2024年12月10日まで（2000年３月31日設定） 

運 用 方 針 

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）をベンチマークと
し、中長期的に同指数を上回る投資成果をめざ

して運用を行います。投資スタイル毎の組入比
率は定量・定性分析をベースに決定することを
基本とします。株式の実質組入比率は、原則とし

て高位を維持します。 

主要運用対象 

日 本 株 

スタイル・ 
ミックス・ 
フ ァ ン ド 

日本株バリュー・ファンド・マザー

ファンド受益証券、日本株グロー
ス・ファンド・マザーファンド受益
証券および日本・小型株・ファンド・

マザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。このほか、当ファ
ンドで直接投資することがあります。 

日本株グロース・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし

ます。 

日本株バリュー・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし
ます。 

日本・小型株・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし
ます。 

主な組入制限 

日 本 株 

スタイル・ 
ミックス・ 
フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合に制限を設
けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

日本株グロース・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 
外貨建資産への投資は行いません。 

日本株バリュー・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 

外貨建資産への投資は行いません。 

日本・小型株・ 
フ ァ ン ド ・ 

マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価

益を含みます。）等の全額を分配対象額とし、分
配金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案して
委託会社が決定します。ただし、分配対象収益が

少額の場合には分配を行わないことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ＴＯＰＩＸ） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

35期(2017年６月12日) 10,848 400 8.1 1,591.55 3.9 96.4 － 1,054 

36期(2017年12月11日) 11,875 900 17.8 1,813.34 13.9 98.8 － 1,198 

37期(2018年６月11日) 11,807 0 △ 0.6 1,786.84 △ 1.5 97.6 － 1,288 

38期(2018年12月10日) 10,045 0 △14.9 1,589.81 △11.0 98.6 － 1,078 

39期(2019年６月10日) 9,984 0 △ 0.6 1,552.94 △ 2.3 97.5 － 872 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東京証券取引所第一部に上場する内国普通株式全銘柄を対象として算出した指数で、わが国の株式

市場全体の値動きを表す代表的な株価指数です。ＴＯＰＩＸに関する知的財産権その他一切の権利は東京証券取引所に帰属します。東

京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの指数値及びそこに含まれるデータの正確性、完全性を保証するものではありません。東京証券取引所は、

ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の停止またはＴＯＰＩＸの商標の変更もしくは使用の停

止を行う権利を有しています。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
  

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 （ＴＯＰＩＸ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2018年12月10日 10,045 － 1,589.81 － 98.6 － 

12月末 9,308 △7.3 1,494.09 △6.0 98.0 － 

2019年１月末 9,770 △2.7 1,567.49 △1.4 98.6 － 

２月末 10,137 0.9 1,607.66 1.1 98.5 － 

３月末 10,198 1.5 1,591.64 0.1 97.3 － 

４月末 10,486 4.4 1,617.93 1.8 96.1 － 

５月末 9,709 △3.3 1,512.28 △4.9 97.2 － 

(期  末)       

2019年６月10日 9,984 △0.6 1,552.94 △2.3 97.5 － 
 

（注）騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第39期：2018年12月11日～2019年６月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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ベンチマーク：左目盛

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 39 期 首 10,045円
第 39 期 末 9,984円
既払分配金 0円
騰 落 率 －0.6％

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ0.6％の下落となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－2.3％）を
1.7％上回りました。

ベンチマークとの差異

国内株式市況全体が一時的に上昇したことや日本株グロース・
ファンド・マザーファンド受益証券（以下、グロースマザー）の
上昇が、基準価額の一時的な上昇要因となりました。

上昇要因

国内株式市況の下落や、日本株バリュー・ファンド・マザーファ
ンド受益証券（以下、バリューマザー）、日本・小型株・ファン
ド・マザーファンド受益証券（以下、小型株マザー）の下落が基
準価額の下落要因となりました。

下落要因

組入ファンド 騰落率 組入比率(対純資産総額）
日本株グロース・ファンド・マザーファンド 0.8％ 42.6％
日本株バリュー・ファンド・マザーファンド －0.6％ 39.9％
日本・小型株・ファンド・マザーファンド －0.5％ 17.3％

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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第39期：2018年12月11日～2019年６月10日

投資環境について

国内株式市況
期首から2018年12月下旬にかけては、米国の長短金利差が縮小し景気減速懸念が強まった
ことや米中関係の悪化が懸念されたことなどに加えて、マティス米国防長官の辞意表明や予
算失効に伴う米政府機関の一部閉鎖など、米国の政治不安が拡大したことなどを受けて、国
内株式市況は下落しました。
2019年１月上旬から４月中旬にかけては、パウエル米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）議長
が金融引き締めを急がない姿勢を示し、利上げ観測が後退したことや米中間の通商交渉が進
展するとの期待が高まったことなどから、国内企業の業績改善が期待され国内株式市況は上
昇しました。
４月下旬から期末にかけては、一時は楽観視されていた米中通商交渉において再度先行き不
透明感が台頭し、米中貿易問題が深刻化すれば日本企業の業績不安が高まることなどから、
国内株式市況は軟調に推移しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

日本株スタイル・ミックス・ファンド
期を通じて３つのマザーファンドの合計組入比率を高位で維持しました。
スタイル（バリュー、グロース）の投資配分は、期首からは業績成長確度が高いグロース銘
柄が優位な展開を想定し、グロースをややオーバーウェイトとしていました。その後2019
年２月下旬にグロースのオーバーウェイト比率をやや高める決定をしました。市場の業績予
想下方修正が予想されるものの既に株価には織り込んでいると考えたことや、バリュー指数
に多い金融業は金利が上昇しづらいこと、輸送用機器は関税リスクが残る中で台数成長が期
待しづらいことなどから、バリューが劣位な展開を想定したためです。その後３月下旬に米
国の2019年の金融政策に関して、利上げ見送りに加え、バランスシート調整も９月で終了
される見込みとなり、更なる金利低下余地は限定的と判断し、グロースのオーバーウェイト
比率を縮小する決定をしました。続いて４月下旬に方向感が出にくい展開を想定していった
ん中立へと戻す決定をしました。期末時点でも中立を継続しています。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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（ご参考）

■組入比率の推移 （月末ベース）
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期首 12・2018
１・2019

２ ３ ４ ５ 期末

日本株グロース・ファンド・マザーファンド
日本・小型株・ファンド・マザーファンド

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド
コールその他資産 株式実質

サイズは期首からは方向感が出にくい展開を想定して中立としていました。2019年３月下
旬に小型をややオーバーウェイトへと変更する決定を行いました。米国の2019年利上げは
断念され、バランスシート調整も９月で終了される見込みとなったことから流動性懸念は後
退したと判断し、今後は自力成長が見込みやすい小型銘柄が再評価される展開を想定したた
めです。期末時点でも小型をややオーバーウェイトを継続しています。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株グロース・ファンド・マザーファンド
個別銘柄の選別においては、収益の成長力が市場平均と比べて高いと判断される銘柄の中か
ら、主力事業で優位性を持ち、ニュービジネスに対する取り組み姿勢等に勝る銘柄を厳選し
投資を行いました。
成長シナリオの変化、定性評価の修正、新規投資銘柄候補との相対比較等を勘案し、組入銘
柄の入れ替えを適宜行いました。
組入銘柄数は概ね58～66銘柄程度で推移させました。今後、過度な料金値下げ競争に陥る
懸念が後退したと判断した「ＫＤＤＩ」などを新規に買い付けました。一方、世界の建設機
械需要は当面のピークをつけ、いったん利益成長が踊り場局面に入った可能性が高いと判断
した「小松製作所」などを全株売却しました。
期首・期末時点の比較では、13銘柄を新規に買い付け、19銘柄を全株売却しました。

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド
RUSSELL/NOMURA Large Cap Valueインデックスの銘柄群の中から割安と判断される銘
柄に厳選して投資することにより、値上がり益の獲得をめざし、銘柄選定を行いました。ま
た、組入銘柄・組入比率は、保有している不動産等の含み損益を考慮した独自の修正株価純
資産倍率（ＰＢＲ）を基にセクター内比較等を行い、その上で、経営陣が保有資産の価値を
最大化しようとしているかや同一業種内における企業の優位性などの定性面の評価などを総
合的に考慮して決定しました。
組入銘柄数は32～34銘柄で推移させました。株価水準と企業の競争力や業績の変化などを
勘案し、より割安と判断される銘柄への入れ替えを機動的・継続的に行いました。当期では、
「京成電鉄」や「日立製作所」など９銘柄を新規に組み入れました。また、「日本郵政」や
「伊藤忠商事」など10銘柄を全株売却しました。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本・小型株・ファンド・マザーファンド
国内小型株式のうち独自の技術やノウハウを有し、中長期的な成長が見込める企業などを中
心に選別投資を行いました。
組入銘柄数は概ね90～100銘柄程度で推移させました。目標株価への到達もしくは接近、
ファンダメンタルズの変化、新規投資候補銘柄との相対比較等を勘案し、適宜入れ替えを行
いました。期首、期末の比較では、創薬ベンチャーの「そーせいグループ」、インターネッ
ト広告を手掛ける「セプテーニ・ホールディングス」など25銘柄を新規に組み入れました。
一方、耐火物を手掛ける「黒崎播磨」、航空機リースの「ジャパンインベストメントアドバ
イザー」など24銘柄を全株売却しました。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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当該投資信託のベンチマークとの差異について

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－2.3％）
を1.7％上回りました。
バリューマザー、小型株マザーはそれぞれアウトパ
フォームしましたが、グロースマザーはアンダーパ
フォームしました。資産配分効果はスタイルでややプラ
ス、サイズはほぼゼロとなりました。
（ベンチマークに対する騰落率内訳…バリューマザー：
3.8％、グロースマザー：－0.2％、小型株マザー：
3.8％）

（％）

2018/12/10 ～ 2019/６/10
－2.5

－2.0

－1.5

－1.0

－0.5

0.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第39期
2018年12月11日～2019年６月10日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 3,525

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

日本株スタイル・ミックス・ファンド

― 8 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_777115.indd   802_コメント-費用-TER_10pt_777115.indd   8 2019/07/17   18:53:392019/07/17   18:53:39



11

日本株スタイル・ミックス・ファンド

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

日本株スタイル・ミックス・ファンド
運用環境の見通し
当面の株式市況は、想定以上に米中貿易摩擦問題が激化しており、不透明要因も多く、方向
感の出づらい展開が続くと考えます。また、実体経済の悪化や製造業を中心とした個別企業
の業績悪化も懸念され、投資家心理の回復はやや先になる可能性があります。しかし以下の
５つの観点に加え、米中ともに景気後退は望んでいないことから、景気が全体として崩れる
程の悲観シナリオは考えておらず、中期的には堅調な展開を想定しています。①米国経済は
成長が鈍化する可能性はあるものの労働市場環境が良好であり堅調に推移すると考えられる
こと。②中国における景気刺激策の効果が徐々に発現すると期待できること。③グローバル
にみて、ＩｏＴ（Internet of Things）需要や省力化投資の需要なども引き続き強いと考え
ること。④国内企業の投資意欲も潜在的には高いことに加え、国内の労働市場環境も良好な
状況が続いているため、徐々に消費への波及効果が期待されること。⑤日本政府も消費税率
引き上げに向けて、様々な景気刺激策を策定してくると考えられること。｠
こうした投資環境から、中期的に見れば国内株式市況は堅調な展開を想定しています。

今後の運用方針
スタイルは米中貿易戦争が市場想定よりも激化しており方向感が出にくい展開を想定します。
一方サイズは自力成長が見込みやすい小型株が優位な展開を想定します。以上から、当面の
スタイルは中立、サイズは小型をややオーバーウェイトで対応します。ただし、過去におい
てスタイル・サイズともに循環していますので、各国の株式、債券、為替市場が今後どのよ
うな展開になるのかを見極めながら、日本株式市場のスタイル、サイズ動向を注視するとと
もに、ＰＢＲ面から割安な金融セクター（銀行業や保険業など）や景気変動に業績が左右さ
れにくい食料品、医薬品セクターなどの短期的な物色動向もチェックしつつ、機動的な投資
判断を行っていきます。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

日本株グロース・ファンド・マザーファンド
運用環境の見通し
今後半年～１年程度の株式市況に関しては、堅調に推移すると予想しています。世界景気は
全般に成長ペースがやや鈍っているものの、過去数か月の株価下落によって株価にかなりの
部分が既に織り込まれたと判断していること、米国や欧州における金融引き締め懸念が後退
していること、中国が減税などを通じて景気の下支えを行う姿勢を明確にしていることの３
点などが理由です。
主なリスク要因としては、米中間の貿易摩擦の激化がもたらす世界的な景気減速や、さまざ
まな要因を背景とする外国為替市場における円高・米ドル安の進行などが挙げられます。

今後の運用方針
マネジメント力、バリュエーション、中長期的な成長や収益力改善のためにどのような施策
に取り組んでいるのかなどを精査し、強い競争力があり、中長期的な成長期待が持てる企業
を中心に銘柄選別を行っていく方針です。

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド
運用環境の見通し
2018年後半から中国市場を中心に自動車、半導体、家電などの分野で在庫調整の動きが続
いており、2019年度も引き続き米中貿易摩擦の実体経済への影響が焦点となるとみられま
す。国内では2019年10月の消費税増税が予定通り実施される見込みですが、海外景気に不
透明感が強まるなか、内需を下支えするため追加の経済対策が検討される可能性が高いと見
ています。堅調な業績を維持できる企業とそうでない企業との業績格差は拡大しつつあり、
今後もこの傾向は強まるものと見ています。

今後の運用方針
国内株式の組入比率については、90％以上の水準を維持する方針です。組入銘柄につきまし
ては、実質的なＰＢＲが割安で時価総額が大きい銘柄群のなかから選択を行う方針です。
企業の本質的価値を見極め、より割安と判断できる個別銘柄を選択したうえで、ベンチマー
クを中長期的に上回る投資成果をめざして運用を行います。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本・小型株・ファンド・マザーファンド
運用環境の見通し
2019年３月決算企業の決算発表が出揃いました。2020年３月期業績見通しは貿易摩擦問題
や海外の景気動向などの懸念に加え、人件費などのコスト上昇から慎重な内容を発表する企
業が多かったという印象ですが、株価にほぼ織り込まれたものと考えております。
小型株式市場についてはバリュエーション面では割安感が強まっていると考えており、個別
企業の堅調な業績推移が確認されれば、上昇トレンドに転じるものと考えております。
ただし、米中の貿易摩擦に対する懸念など主に海外に起因する不安定要素は依然として存在
しており、今後の動向に注意が必要だと考えております。

今後の運用方針
今後も、主としてわが国の小型株式の中から、ボトムアップアプローチにより成長性が高い
と判断される銘柄を厳選して投資することを基本とします。
日本の小型株市場は成長力のある企業が増加する一方、各社固有の競争力や戦略等による銘
柄間格差は拡大すると判断し、銘柄選別を強化する方針です。
今後の業績見通しに慎重な見方をする企業が多くみられた一方、小型株の中には高い技術力
や独創的なサービスなどで好調な業績が続く見通しの企業もみられたと感じております。今
後も中長期的な成長性や競争力などを勘案し、投資判断を行う方針です。また、個別銘柄選
別をコアの投資戦略としつつ、マーケット全体の方向性やセクター動向なども注視していく
方針です。
株価は調整局面が続いておりますが、日本の小型株市場はいまだ非効率的で、投資家に十分
に認知されていない成長企業は多く存在すると考えており、こうした成長企業への投資を継
続する方針です。
今後も個別企業の業績動向に焦点をあてた基本戦略である「ボトムアップアプローチ」を継
続し、企業訪問など直接コンタクトを積極化していく方針です。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

2018年12月11日～2019年６月10日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 80 0.807 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (38) (0.377) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (38) (0.377) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 5) (0.054) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 10  0.100  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (10) (0.100) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.001  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) ( 0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 90  0.908  

期中の平均基準価額は、9,966円です。

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.62％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.76％

運用管理費用（投信会社）
0.76％総経費率

1.62％

日本株スタイル・ミックス・ファンド
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

○売買及び取引の状況 (2018年12月11日～2019年６月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本株グロース・ファンド・マザーファンド 24,402 25,160 146,293 149,374 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 14,165 38,973 42,615 113,224 
日本・小型株・ファンド・マザーファンド 4,861 26,984 7,167 39,015 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年12月11日～2019年６月10日) 

 

項 目 
当 期 

日本株グロース・ファンド・ 
マザーファンド 

日本株バリュー・ファンド・ 
マザーファンド 

日本・小型株・ファンド・ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 11,947,164千円 10,048,803千円 8,712,159千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 7,535,077千円 7,240,298千円 9,361,613千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.58   1.38   0.93   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年12月11日～2019年６月10日) 

 

＜日本株スタイル・ミックス・ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株グロース・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 5,663 1,587 28.0 6,283 1,070 17.0 

平均保有割合 6.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

＜日本株バリュー・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 5,075 1,922 37.9 4,973 1,119 22.5 

平均保有割合 5.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜日本・小型株・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 4,208 892 21.2 4,503 804 17.9 

平均保有割合 1.7%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜日本株バリュー・ファンド・マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 116 147 709 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,043千円 
うち利害関係人への支払額（B） 269千円 

（B）／（A） 25.9％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、三菱ＵＦＪリース、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 
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○組入資産の明細 (2019年６月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本株グロース・ファンド・マザーファンド 484,587 362,696 371,836 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 157,704 129,254 348,108 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 29,248 26,941 150,966 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年６月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本株グロース・ファンド・マザーファンド 371,836 35.9 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 348,108 33.6 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 150,966 14.6 

コール・ローン等、その他 165,090 15.9 

投資信託財産総額 1,036,000 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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日本株スタイル・ミックス・ファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年６月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,036,000,521   

 コール・ローン等 10,283,226   

 日本株グロース・ファンド・マザーファンド(評価額) 371,836,348   

 日本株バリュー・ファンド・マザーファンド(評価額) 348,108,214   

 日本・小型株・ファンド・マザーファンド(評価額) 150,966,573   

 未収入金 154,806,160   

(B) 負債 163,642,639   

 未払解約金 155,180,135   

 未払信託報酬 8,447,897   

 未払利息 20   

 その他未払費用 14,587   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 872,357,882   

 元本 873,766,475   

 次期繰越損益金 △    1,408,593   

(D) 受益権総口数 873,766,475口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,984円 
 
＜注記事項＞ 
①期首元本額 1,073,804,474円 
期中追加設定元本額 1,968,584円 
期中一部解約元本額 202,006,583円 
また、１口当たり純資産額は、期末0.9984円です。 

 

○損益の状況 (2018年12月11日～2019年６月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      1,415   

 受取利息 1   

 支払利息 △      1,416   

(B) 有価証券売買損益 3,182,655   

 売買益 11,103,288   

 売買損 △  7,920,633   

(C) 信託報酬等 △  8,462,502   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  5,281,262   

(E) 前期繰越損益金 △ 70,400,669   

(F) 追加信託差損益金 74,273,338   

 (配当等相当額) (  216,264,735)  

 (売買損益相当額) (△141,991,397)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △  1,408,593   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △  1,408,593   

 追加信託差損益金 74,273,338   

 (配当等相当額) (  216,266,259)  

 (売買損益相当額) (△141,992,921)  

 分配準備積立金 91,806,121   

 繰越損益金 △167,488,052   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は1,408,593円です。 
③分配金の計算過程 

項 目 
2018年12月11日～ 
2019年６月10日 

費用控除後の配当等収益額 1,294,572円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 216,266,259円 

分配準備積立金額 90,511,549円 

当ファンドの分配対象収益額 308,072,380円 

１万口当たり収益分配対象額 3,525円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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